
研究ノート・研究会レポ
ート一覧

2024年度

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

2015年度

2014年度

2013年度

2012年度

2011年度

2010年度

2009年度

2008年度

「研究ノート」は、ARCLEの研究理事・研究員が注目する自由なテーマを執筆するコ
ーナーです。今回は、東京外国語大学・長沼君主先生です。

Can-Do評価－学習タスクの開発による技能統合型モジュール・シラバスへの展開
東京外国語大学　長沼君主

福岡県立香住丘高等学校との共同研究も今年で７年目を迎えた。2003-2005年度にかけて
のSELHi指定期間の終了にあたり、「読む」「書く」「聞く」「話す」の４技能統合型シ

ラバスに基づいた「香住丘Can-Doグレード」1の開発を行ったのがはじめであった2。その
後Post-SELHi研究として同校と独自に３年間の共同研究の覚書を交わしてから２サイクル

目に入る。新学習指導要領が告示され、高校の授業が大きく変わりゆこうとしている今3、
ひとつのモデルケースとして、Can-Doに基づいた技能統合型授業の実践を紹介したい。

「香住丘Can-Doグレード」は各学年を２つの期間に分け、それぞれの期間で行っている授
業内容をCan-Do Statementsにより網羅的に書き出したものである。「香住丘Can-Doチ
ェックリスト」では、項目を代表的な活動のみに厳選し、学習者の視点からより具体的な
記述文に改めたものとなる。こうしたチェックリストを各学年の途中と最後に実施するこ
とは、学習者にとって学習の指針となり、自己の学習へのメタ認知を高め、自律的学習を
促進するだけでなく、教師にとっても自己の授業を内省し、授業への効力感を得ることに
もつながる4。2007年度には、前年度のチェックリストの分析から自信の程度の低かった
項目を抜き出し、学習タスクの開発に乗り出した。タスクは単なる活動ではなく、Can-Do
記述により遂行すべき目標が明示された点に特徴があり、自己評価にあたっての客観的な
到達基準が設けられ、評価と学習が一体化している。

開発された「速精読」タスクは、精読への自信の程度の低さを補うべく、速読したテキス
トをもう一度精読し、理解度を比べることで、「速読でもこれくらいまでは理解できる」
「精読してもあまり理解できない」といった自己の能力認知を高めることを目的としてい

る5。評価にあたっては４段階の能力段階が設けられ（以下参照）、それぞれCan-Doによ
り記述された。難易度を変えたタスクを繰り返し行うなかで、テキストの難易度に応じて
読みのスピードをコントロールし、最適な読みを行うためのストラテジーを身につけるこ
とが期待されている。

「まとまった文章をある程度の速さで読みながら、正確な理解をすることができ
る」
１. ゆっくり時間をかけて読んでも、理解できないところがある。
２. ゆっくり時間をかければ大体理解できるが、速く読むと分からないところが出
てくる。
３. ある程度の速さで読んでも大体理解でき、ゆっくりと読めば、ほぼ完全に理解
できる。
４. ある程度の速さで読んでも、ほぼ完全に理解できる。

速精読においてはテキストを見ずに理解度確認問題に解答することが要求され、読んだ内
容を頭の中で整理し、保持する能力が問われることになる。分析の結果、要約への自信の
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程度が低かったこともあり、「ディクト／コピーグロス」タスクの開発も併せて行った。
コピーグロスはディクトグロスにならい、聞き取りにかわって速読を行い、書き取りによ
り文章のリプロダクションを行う活動である。この活動は、速精読において段落ごとに内
容をまとめながら読んでいくための、下地のトレーニングとなる。また、同時にディクト
グロスも行うことにより、読み取りと聞き取りのスキルを関連づけ、「戻り読みをせずに
速読をすることは、聞き取りにおける理解のプロセスと重なる」ということを意識できる
よう目指した。こうして複数のCan-Doタスクを有機的に結びつけて展開することにより、
技能融合を図っている。

2008年度からは前年度の３年次におけるタスク実践結果を踏まえ、１年次の入学段階から
のタスクの積み上げを行っている。１年次においては「多読サマリー」を導入し、１度目
は辞書なしで、２度目は辞書を使ってサマリーを書かせることで、ナラティブ型のテキス
トから入りながら自然な速さの読みを実感できるよう配慮した。また、英文でのサマリー
を要求するタスクが多くなることから、書き取りへの抵抗感を払拭すべく、「３文日記
（３つの英文でその日のことを書きとめる）」も設けた。上位学年でのディクトグロスの
導入に向けては、まずは「センテンス・ディクテーション」を行い、ある程度の長さの複
雑な構文の処理能力と保持能力を訓練するなど、各タスクの下位レベルのスキルを育成す
るタスクを開発し、組み合わせて実施した。

２年次においては新たに「センテンス・サマリー」タスクを開発し、コピーグロスの導入
の前に、１段落程度のまとまった文章を速読し、展開まで含めて１文でまとめて書くこと
を始めた。このように書くことでより深い論理的な読みが必要になるという、読むことへ
の目的を与えられ、読みと書きとの間につながりが生まれる。加えて「ディスコース・コ
ンプリーション」タスクも実施し、３文で構成された文章の真ん中の１文を空欄として、
前後の文脈から類推して書かせることにより、センテンス間のつながりをより深く意識し
て読むトレーニングを行う。引き続き行う多読サマリーと合わせて、さまざまな形で読み
と書きを融合させた指導を行っている。「ディスコース・コンプリーション」タスクはリ
ライトのための訓練としても有効であり、１文単位のライティングからパラグラフ単位の
ライティングをつなぐ懸け橋ともなる6。

Can-Doタスクを有機的に関連させながら展開し、授業内に位置づけて実施していくこと
で、各タスクがモジュール的に機能しながら、技能統合型の授業となっていく。通常の授
業においても、「読んだ内容に基づいて書き、それを発表する」といった技能の連環はで
きているが、タスクの実施により、より細かい部分での技能統合が可能となった。こうし
たCan-DoタスクはCan-Doリストと合わせて、授業に学年をまたいだ具体的なつながりを
持たせることになる。授業においては学習者の自己効力を育てながら、学習を継続してい

くことが望まれる7。これらのタスクの多くは少し手を加えることにより、教科書を用いて
行うことも十分に可能である。教育工学の分野ではインストラクショナル・デザインとい
ったことが研究されているが、今後の技能統合型の授業の実現には、Can-doタスクを活用
するなどして、授業をモジュール的な発想から組み立て直していくようなデザイン力が求
められるだろう。
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